




































































































































































































































































































































































































たのに 8 人で行って 3 人感染者が出まし
た。それで参加していた選手が罰金を払
わされたのですが、あの罰金は当然のよ
うに受け止められている感があるのです
が、今のお話だと拒否できるということ
でしょうか。
向井：拒否できますよ。
岩根：そうなんですね。本人たちが納得した
から自主的に罰金を払いましたという形
なのですね。
向井：そうです。そうです。あの野球の罰金
はそうです。
岩根：なるほど。同じように普通の会社で罰
金というのは通用しないということです
ね。
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向井：だめですね。
岩根：わかりました。ありがとうございます。
長見：会社の場合も文書で通達を出しておく。
これからまあ忘年会新年会シーズンとな
るんですけど、通達を出して行くなとい
う風に。
向井：まあ、お願いはいいです。
長見：お願いはできる。
向井：ええ、ただ違反したからからクビと
か、と給料下げるとかはできないですよ
ね。まあそういう国です。
長見：じゃ、お願いレベルで
向井：お願いレベルはいいです。
長見：わかりました。ありがとうございます。
向井：じゃ、僕から。
長見：どうぞお願いします。
向井：私ちょっと自分のパートの話で悩ん
だのは、これから、在宅勤務なら復帰で
きると、職場復帰できると、出てくるん
じゃないかって気がするんですよ。若者
中心に。そのぐらい在宅勤務に慣れちゃっ
て、ストレス感じない人も多くってです
ね。在宅勤務なら職場復帰可っていうの
が診断書出てきた時に、どう考えるのが、
こう適切なのかなと。
岩根：自分が経験した事例になりますが、
元々メンタル疾患で職場になじめず、異
動を繰り返した挙句に車で片道一時間半
かかる事業所への異動しか残されていな
いという状況になりました。それでまた
長期休業になり、傷病手当金も出なくなっ
てしまっているというタイミングで、重
症の身体疾患を発症されたのです。病名
が変わって傷病手当金が支給されるよう
になり、幸い身体疾患の方は良くなりま
した。それで、身体科の主治医からテレ
ワークなら復職可能という診断書が出た、
という事例がありました。でも、一旦復
職したら今度はその身体疾患の病名では
再度休むことはできないし、かといって、
またメンタルで休むことになると休職期
間満了が迫っている状況だったのです。
テレワーク主体と言っても全く出勤して
こない働き方は許容できないので、復職
した以上必ず勤務を継続しなければなら
ないことを伝えたら、そのまま休み続け
ることが決まって、まあ先送りしただけ
なのですが。そんなことがありました。
向井：それはでも難しいですね。体の問題も
ある。
岩根：もともと困難なメンタルの問題があっ
たところに身体疾患を併発して。
向井：それは難しいですね。なんか増えそう
な気がしてて。どうなんですかね、やっ
ぱり、産業医面談とかはできるけど、仕
事は在宅ネット、こだわった方がいて、
主治医の先生もそうおっしゃってた場合
に、それは受けなきゃいけないのかなっ
ていうのがわかんないですよ。
岩根：業種や企業規模でずいぶん対応が違う
んでしょうけれど。
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向井：まあ、ケースバイケースにはなるんで
しょうけど。健康状態確認して問題なけ
ればね、いいと思うんですよね。
岩根：逆にちょっと、どうしても突発で休
んでしまうっていう若手がいたのですが、
たまたまテレワークが始まって、そのと
たんに全く休まなくなったのです。その
後、テレワークの頻度が下がっていき、
週 4 日は会社に出てくる状況になったの
ですが、ちゃんと出勤できるようになっ
たという事例もありました。
向井：そうなんですね。
岩根：まあ、いろんなパターンがあるなあと
感じます。
向井：すみません。最後、ちょっと結論が出
ませんでしたけど。ケースバイケースと
いうことになってしまいましたけど。
長見：先生、もう他にはご質問はないですか？
よろしいですか。
向井：はい。
長見：はい、わかりました。そうしました
ら時間の方が参りましたので、これで質
疑応答のコーナーを締めたいと思います。
どうもありがとうございました。
岩根・向井：ありがとうございました。
 （報告者：段朋子）
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